平成15年12月3日

千葉大学附属図書館

機関リポジトリに関する課題（メモ）
１．学内合意形成

　・機関リポジトリの意義

　　・大学からの学術情報発信強化

　　・学術コミュニケーションの歪みの是正

　・なぜ機関リポジトリでないとダメなのか

　　・単なるリンク集や単なるメタデータではダメな理由

　　　・ウェブ上の情報はephemeral（移ろいやすい，すぐ移動する，すぐ消

　　　　える）

　　　・ウェブ上に公開されていない膨大な情報が埋もれている（研究者のPC

　　　　や机の中）

　　　・埋もれている情報の方が貴重（例えばウェブ上には論文のリストだけ

　　　　等）

　　　・新規にウェブ上に掲載された最新情報をフォローすることの難しさ

　・なぜ図書館が主体的に機関リポジトリを運営するのか

　　・「審議のまとめ」に書いてある

　　・従来の図書館機能の延長（学術情報の収集，組織化，利用提供，保存）

　　・学術コミュニケーションをめぐる問題については，図書館員が専門家

　　　である（であってほしい），SPARCのCreate Change，アドボカシィの

　　　文脈において

　　・著作権をめぐる問題に関しても学内的に図書館がエキスパートである

　・トップダウンかボトムアップか

　　・大学毎の風土によって最適な戦略を選択する必要あり

２．システム面

　・機関リポジトリ用ソフトウェア

　　・有料の商用システムとオープンソースあり

　　・商用システム

　　　・CMS

　　　・インフォコム

　　　・bepress

    ・オープンソース

　　　・DSpace

　　　・EPrints

　　　・CDSware

　　・NIIに望むのは

　　　・日本の大学図書館向けのソフトウェアの開発とオープンソース化

　・相互運用性の確保

　　・勿論oai-pmhの実装は自明のこと

　・メタデータ

　　・現行のjuniiでは表現力に限界があるかもしれない

　　　・多分，機関リポジトリ用に拡張が必要（要素の追加，限定子の追加）

　　・但し，日本の図書館コミュニティの間では，最低限juniiでのメタデー

　　　の開示を義務づける必要はある

３．運用面

　・ガイドラインの整備

　　・誰が，何を，どういう形で登録できるのか

　　・一旦登録したコンテンツの取り下げの問題

　　・品質管理

　　・図書館の役割（図書館はなにを保証するのか）

　・利用許諾

　　・研究者（著者）から非排他的な利用許諾を得る必要あり

　・著作権をめぐる問題

　　・学術雑誌に投稿した論文の著作権をめぐる問題についての情報提供

　・研究者の登録（セルフアーカイビング）の促進

　　・使いやすい登録インターフェイスの提供

　　・研究者にとってのリポジトリのメリットの強調

　　　・無料でアクセスできる論文の引用率は高い（自らの研究成果の認知度，

　　　　露出度の向上）

　　　・長期保存・利用が保証される

　　　・等々

　　・大学としての義務化（学内合意形成ともからむ）

